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f亘罵氷ノ山夏立〉蝶
山 本 広

兵庫・鳥取2 県の境に整える氷ノ山は別の名を四箇 1:裏山でアイノミド] } S / SJ ミが得られた。とれはやがて
シカ l

ノ山とよび、地理調査所発行の五万分の一地図「村岡J I氷ノ山にも産するであろうと予想されたが、 1949年遂.
1!ン l

l' C . は須賀ノ山と記されている〈同地図にある氷ノ山| に氷ノ山からも発見され、同時にz ゾミドロシジミや
スガセン 1  

(1320m) とは別の山である〉。海抜1510m、伯警犬山| ウスイロヒョウモνモドキ・ヒョウモνモドキの発生
に次いだ中国第二の高峯で、冬季はこの北方 5 1 a n に| するととも朗らかとなった。また最近はコキマグラセ
ある鉢伏山 (1221m) " . ! : ともにスキ戸場として有名で| セリが採集されるなど、今後更に採集が重ねられるに
ある。山は美方郡熊次村・養父郡関宮村・西谷村及び| つれで両高峯を結ぶ多くの種類が発見されるにちがい
鳥取県若桜町に跨がり、費量次と若桜とを結ぶ氷ノ山越! ないと思う。
(12盟 m31主古〈から但馬・因幡をつなぐ聞道として| こうした事実は: 近年商詣丹波高原地帯の調査が進
広く利用されていた。 Iみ、大山の蝶相と酷似する点の少くないことが朗らか
氷ノ山に登るには、若桜〈鳥取県侭1 ] ) または関宮| となって来た今日、その中間に介在する土地として寧
〈兵庫県側〉よりそれぞれ春米・熊次を経て上記の間道| ろ当然ではあるが、その頃の私には興味をもって調査

ツタヨネ
に従って氷ノ山! 時に至り、それより南東に折れて尾根
道を辿るのと、西谷村( 兵庫県側〉議行部落のあたり
より北西に進んで頂上に達するのとがある。とれらの
うち蝶を採集するには外野福定を経由する熊次の路が

ノトフクサ
適当なのではないかと考える。
昭和12年 (1937年〉の 8 月、との地で兵庫県博物学

会主催の縞物採集会が開かれたことがある。私はとの
会に参加してはじめて氷ノ山に登り、種々の植物を採
集して属物相の一端を知るとともに、この山が昆虫分
布の研究にも大切な意味のあることを感じた。そのた
め会が終了した後にも備しばらく滞在して蝶の採集に
つとめ、その結果当時本県より知られなかったブグミ
ドリやウラグロシジミ等の珍種を見出した。爾来この
地への関心はしだいにたかまり、その後も1938.1939.
1946、1951、1953、1954年とたびたび出かけて調査に
あたったのである。
しかしながら山は触しく、いたるところに急援や断

震があって危険であり、また犬木や下草が繁茂して道
を失うおそれがあるので、行動範囲はおのずと登山道
附近に制限され、叉 H 遠目肩の地" が禍して各季簡にわ
たって赴くことが出来ず、そのため採集も蝶には余り
芳しくもない 7 月下旬から 8 月上旬への僅かな聞に限 ，.....。
られてしまった。その上との辺は一般に H 個体数が乏
しいH ために標法は意のように集まらず、遺憾ながら
予期した成果を収めることが出来なかった。
従ってこの地の蝶相を詳しく述べることは目下のと
とろ甚だ困難であるが、まず気付く点は伯警犬山と共
通する種類の少くないことである。例えば1937年には
前認の 2種がウスイロオナガシジミやヒメキ7 グラヒ
カグとともに見出され、 1939年には程遠からぬ福定の

に従ったものであった。
私はここに手許にある標本と、確実な記録とに基い
て、熊次村の一部を含めた氷f 山夏季の蝶67:種を説明
し、今後の参考に資したいと思う。なお、最後にこの
棋を草するにあたって種々の便宜と教示とをいただい
た西谷裕之・守京陸也・吉阪道縫・西村公夫の諸氏に
厚く御礼を申し上げる。

氷ノ山蟻類目録

1  H E S P E R I I D A E セセリチョウ科
1. Daimio tethys felderi BUTLER， 1881 

〆イミヨウセセ日
セセ日中最も自につきゃすく、個体の多いものであ
る。
2. Choaspes benjamini japonica (MURRAY， 1875) 

アオパセセ P
3. Ochlodes venata herculea (Bu恒国， 1881) 

コキマ〆ラセセロ
; ; $ : 種は従来伯警大山の中腹から知られ、近畿や中国
の地方には極めて稀なものとされていたが、 1954年 7
月吉阪道雄氏によって氷ノ山よりはじめて採集され

4. Thymelicl1s  sylvaticus (BREMER， 1861) 
ヘログロチヤメネセセ 9

5. Halpe varia (MURRAY， 1875) コチヤバネセセ P
6. Parnara guttata (BREMER et GREY， 1853) 

イチモνグセセ H
7. Polyiremis pellucida (MUR耳目， 1875) 

オオチヤメネセセ P
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'lI :ヰ P A P I L I O N I D A E アゲハチョウ科 病を媒介する蝶M をあらわし、村の人々はこの地方に二
8.ιGraphium sarpedori riipponus 時行したマラリヤ病がこの際に触れることによって起
川、み 1908)' バアオスジアグハ| こるものと信じ、これをお] えるととをl陥れていた。
7普通な穫類で、: 氷ノ山南麓では至る所に見受けら I 14， P. bi<inor dehanni 'C: et R. F且LDER，1864 
れ、 1954竿 8 月西谷村での経験では当時アゲハといえ カラスアヂλ
ば殆んどがとればかりかと思える有様であった。しか I 南欝で最も多いアゲハは恐らく木建であろう。雷て
dし北麓には概して少いようである。一、 4

9. Papilio machaon hippocrates C. et' 
R. FELDER キアゲハ

10. P. xuthus L I N N主， 1767 
5 一般に稀な種類である。

、e アゲハ

横行の人々が沢山いると教えてくれた H オ'::r :1)'チョ
グノの中には、恐らく本種も含まれているにちがいな
いが、こうした恐怖は普通私どもがトカゲの背色に毒
気を覚えるように異様に美しい青藍色の鱗片がー穫の
無気味さを感じさせて、これを目に見えないマラリヤ

11子'p:inacilentus 'Ju日O N，1877 オナガアゲハ| の恐怖と関連づけるにいたったものであろう o ;J:. 
c附、 記) • i  ¥'i;引

かである。 、 i.. 'Melelaides alcinous ( K L U G， 1836) '1: 
12. P. protenordeinetriusCRAMER，1782 ・ t ジャコウアグハ
;. .ゾ記 ¥1 I 七 、 グ口アゲハ| 熊次ではまだ目撃したことがないが、隣接する関宮
13. P. " い| には確実にいるく守本氏による〉ので、この辺にもや
L  、w ¥ ;  1".. 〆 化 九一号j 、 |  ミヤマカラスアゲハ| はり発生するものと思う。

2. Pa.'rnassius glauciaI"is  BUTLER; 1866 
ウスバシロサヨウ

標題外ので蝶はあるがついでに附け加えておこう。

; ; : 1 ; : 種は氷ノ山北獲に' みるアゲ入の代表者である。そ
れは形が大き< " 援の美しいためばかりでなく、個体
数が多く¥ ・山麓の樹間岩ぬって飛泣かう様子は空く採
集者への大きな魅力であ毛己山より流れ出る谷)11に沿 私はかねてから木県中央地帯の本種を調査したいと思
って稲田の上を往来するものや、人家の庭や墓地など| い、殊に但馬南城の標本を希望していたところ、 1935
に多い丈 1 m許りの紅花に集るものが多く、時には路| 年5 月西谷氏はこの蝶が西谷村随行F付近に発生すると
傍の王子カラスウリに来る場合もある。朝露の十分に乾! とを明らかにじ、同年 8 月当時の採集品をすべて私に
ききらないガボチャの花を訪うものは、活動力が鈍! 贈られt 併せて H右翼行部落はその多産地であり、……
式、しかも頭部を花の中に深く差7¥れているので古湿| … 1 日数百頭の採集が可能といって過言でないよ 外

りに集る真昼のものをねらうより採集ははるかに楽で I ..." 旨の説明を寄せられた。英後守木氏からも熊次産
おぶ 1939年私はこうじた機会を利用じて多くの個体| の標本を頂き、氷ノ! l J 山麓には毎年相当数の個体が発
を安々と得たととがあった。 イ I  : 生することを知ったのである O その発生期については
、ととろが南麓ではむしろ稀である。横行あたりの村| 西谷氏の 5 月27日附の私信に H今が最も絶好の時期 H

人の話によれば、かなりにいるらしく思えるが、私が| と記されており、播路地方に比べると H幾分遅れると
1953-54年の採集に滞在じた前後 4 日閣の記録では確| 思われるH という程度でないかと考える。

句 買. P I E R I D A E  シロチョウ科
15. Eurema hecabe mandarina ζ 

くD E L'ORZA， 1869) キチョウ
つだ。もっとも当時アグハ類は各種ともに個体数が乏
しく、殊に1954年には殆んど採集出来なかった状電車で
あるか6ご逮新は許されないとしても、南に移るにつ
れてぞの数示波少することは事実で; ある。 .n:
横行では木蓮ゐことをふョシベンチョウとがしベタiオ
コiJ 'ヂョウとも君主dし元いる。北麓の龍次あたり毛も向

' y ロチョウ科中最も多い種類で、山ぎわの潔りや山
小屋のかげに20匹以上も密集していることが少くない
。これらの群が殆んど黄色鮮かな雄ばかりであるとと
は、単にその個体が多いからという理由のみであろう

様に呼んでいるらしいが、シヨンベジチョウとは小便| か。
蝶の: 歪であってイそれは蝶が人家近く現われて便所や 16. Gon巴pteryx mahaguru niphonic乱
流し7J'<の附近をさまよ 1い、時には放尿じたあとなどに
湿りをあさることのあるためだろう。勿論とうした習

V  ERITY， '1909' スジボソヤマキチョウ
氷ノ山の中腹で時々目撃するが、その数は必ずしも

性はこの種特別のものではないが、やはり入自につき| 多〈ない。 、;;:，[

易い関係から特にこの種に与えられたものに違いな I 17. Co1ias hyale polyographus 唄唱 し
ー ι 一

いo またすコリチョウとは H オコ Fすなわちマラリヤ| い M O T百口町LSKY，1860 モy キチョウ
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18. Pi巴巾 rapae cfLlcivora B01SDUVAL， 1836 とともに、恐らく木県最初と思える雅雄標本が揃つ
モ Y シロチョウ! て7¥手出来たことを誇りとさえ思っている。街その標

19. P. m 巴let巴 M lb-f;l'l訂正勺 1857 スジグロチョウ| 本については後日守木氏よりr I949竿 7 月10日氷ノ山
]V. L Y C A E N I D A E  シジミチヨウ科 | 頂上附祉の尾浪を飛びこそうとして捕えられたもの」

20; Curetis acuta paracuta D E  NWEVILLE， 1901 であることが示され、上昇気流にのって麓より舞いよ
ウラギY シジミ| ってきたものと想像する。こうした例は他の山にも児

21. Ji'，.rhopala japonica (MURRYA， 1875) られることで、そうした理白から木還を採集するには
ムラサキγジミ| むしろi時より上の尾恨が適当なのではないかと考え

22. Antigium butleri (FENTON， 1881) る。
ウスイロオナガシジミ I25. F. j巴zoensis ( M A'fSUMURA， 1915) 

曾て本誌 vcl. 2 ， No. 3  (1953) に述べた通り、 |  エゾミドリシジミ
氷ノ山は私が木県で知った第 2 の産地である。時は 1949年守木氏によって得られたのが氷ノ山よりの最
1937年 8 月10目、村岡君の墓擦を少し上った木材の伐| 初のものであろう。また吉阪氏も 1954年の登山におい
出口である。あたりの茂みから飛び出して、戸戸プを[ て得られた由である。
結んだ合枠に休んだと・ころを捕えたもので、全くの偶 I26. F. orientalis (MURRAY， 1875) 
然であり、それ以来見ることが出来ない。 I オオミドリシジミ
23. Iratsume orsedice (BU'l'LEH， 1881) I  27. Neoz己phyrus taxila japonicus 

ウラグ、ロシジミ くMUHRAY，1875) ミド1)$/ジミ
1937年 8 月10日地蔵堂と11宗との路中間で 1匹の維を I28. N. aurorinus (OBERT l JUR， 1880) 

捕獲した。完全に近い個体である。その後もこの附近| アイノミド P シグミ
を通る時には特に注意して探したが、何分にも路より 1939年松は鉢伏山麓で凡そ10匹を採集し、雌の一部
踏み出すことの難しい崖i擦なので精しい調査も行え| を鈴木涜治郎氏に贈ったことがある。これより前1937
ず、従って第2 の個体は得られずに終った。ところが l年に氷ノ山均臓堂の少し上手の処で数匹のゼプイルス
最近に至って守本氏も採集されたく? 1949) ことがわ| の雄が飛びかうのを目撃した。そこは山膚が縦にスり
かり、今後への明るい期待をょせる次第である。街標| こんだ谷合で、谷底は急傾斜をつくって麓へとのび、
本は目下九州大学に保管されている由に聞いている。 Iたやすく燥に近ずける場所でなかったが、季節的に考
24. Favonius fujisanus ( M A'fSU叩 RA，1919) えて必らず珍種がいるものと信じていた。ところが

プジミドリシジミ I 1949竿守木氏によって氷ノ山から本種が採集された
1937年の 8 月10日は忍がこの地において珍らしい種 I( 守本氏はすべて援の同定を白水隆氏に仰がれている〉

類を次々に発見し採集した印象深い日である。本撞も| ことがわかり、次で1952年には西村氏より氷ノ山越
その中の 1 で、この蝶は当時鳥取県を除けば近くの府 iにて採集した旨の報せを受けたが、最近古阪氏も得ら
県からは知られておらず、これを得るためには遠く伯! れた由に聞いている。その場所については吉阪氏の場
誉・信濃の方面にまで探し廻らねばならなかった。そ| 合どうも前認の谷合らしく推測されるので、さきに滋
れが足許より見つかったのだから嬉しい限りである。 Iが目撃したものも木盈だったのではないかと考える。
採集した場所は海抜凡そ1000m、路に張り出した傍の I 29. Rapala arata (BHEMEH， 1861) トラプシジミ
木の授を敵きながら登るうちに、飛び出した 1匹をす I 30. Lycaena phlaeas daimio (SEll'Z， 1909) 
くって得たのである。それは麹の大分汚損したいわば| ベニシジミ
生き残りの堆ではあったが、まことに得難い擦木なの I 31. Taraka hamzda D 即日E，1875) ゴイシシグミ
で、更にあたりを7¥念に調査し、その後も訪う毎に充 1951竿氷ノ山登山口で得たが、数は多〈ない。
分な注意を怠らなかったが、ついに再会する機会はや I 32. Niphanda fusca shijima 1917 
ってこなかった。 I グロシジミ
そのうちに西谷氏から、当時西谷中学校に居られた| 氷ノ山では入手しやすいシグミチョウの 1つで本誌

守宏氏が 1匹の継を採集していられることを聞き、採 I (vo1. 2， No. 3 ， p， 121， 1953) にも既にその名が
集場所の詳細をうかがいたく腐っていた。ところが! 見えている。私がこの山を訪れていつも目撃し、叉採
1953年西谷氏を訪問すると、都合よくその標本が氏の I; 集するのは村岡君の滋難問の建つE付近である。範囲は
もとに保存されており、氏はこれを私への』記念として I) よくないが、路傍の低いコナラの枝を払うと必らず飛
議られたのである O 私はここに氏の御厚意を深く謝す| び出し、大して遠方へは移らないので簡単に捕獲する
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〉33・べZizeeria m a h a 干r戸ia ( M主NE田正日， 1857) 
J  ヤマトシジミ
f  34. Celas凶 1a aな iolus 12伽 id5S

• ， i マ '1 ;訟で 、f、;. l ! f へ，、〆，( ( DE  V O R Z A， '1896)" ......一・ ' lレリシヅミ'

35. Eむe?es ;rgiades (品iiB21 くW N ui{lmvs吋ン 1928)
5. ... '.""， ¥.. u  手r v: __;;{: • . }コ詩人 y メメνジミ

ベーω1.."V L I B Y T H E I D A E  テシゲチョウ手斗 ι ー 』

36. Libythea celtis celtoides FRuHsToRFER，， 1909 
テソグチョウ申i:" 1'1' "::1 .  

VI D A N A I D A E マタラチョウ科
37:' Caduga tytia niphonicaMOORE， 1883' 

画置箇箇箇画面

1951 年熊次村外野の道路上ず採集し了てより、氷 1，
トノ

山地獄堂の上手オヒある茅i也や登山口の製材所跡でも見
た。前種に混じて飛濁しており L その数も稀でない。、
尚南鐙の西谷方面にもいる。

:-'Ij' 
45. aceris interm芭dia. PRYER， 1877 ザ

ヨミスグ
46， N . p r y巴ri BUTLER， 1871 ホジミスジ
1951年 7 月30日熊次村川原場部落で 1匹を採集じ 4

1と。季節的にみて甚だおくれた感じがするが、麹の鱗
粉が幾らかうすれた程度の完全な個体である o ふ=

47. 炉 Melitaea protomedia M 白血RTES，1859 
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40仏. A. n巴ripp巴 C. 巴t R. FELDER" 1862 

すすラギユ/ ヒョウモ Y
41. • A. paphia paphioides BUTLER， 1881 〆

r;t 
ミド D ビョウモν

ヒョウモシ中最も普通な種で、草原や路傍の草花に
はどこにでも見かける。 "  d 、:，!唱

究‘

42.二 A. hyperbius、(LINN主， 1763) ，: 11， -¥ 

Y マグ叩ロヒョウモジ
1946年 8 月初旬氷ノ山登山口に近いアザミの花で雄

を 1匹、更に翌日同じ所で雌を 1匹採集した。との地
としては珍らしいものである。
43. Limenitis c a mil1a  japonica MANETRIお， 1857 

イチモシジチョウ
処 Z‘

週
44. L， glorifica FRUIIS:rOR!，ER; 1909 

アサマイチモシジ

， 
49. Araschniaburejana fallax J，U;SON， .1878 

サカハチチョウ
1937年氷 f山地蔵堂附近で採集したが、とこにでも

見られるものである O しかし個体は余り多くない。
50. Polygonia c'-aureum CLlNNE， 1758) キタテハ
51. P."c-album lunigera (BUTLER， 1881) 

ιも‘
 

、F 守FI
 

ヘ，，1'. . 1 、。 i ' ，v 戸タテハ
ず 1954年 7 月中旬吉阪氏によって初めて氷ノ山から採 4

集された珍らしいものであるふ' ¥ . ¥ - ' . . 1 ， ，1. 
52. Kaniska canac巴 no-japonicl1m パ J ffi下京

(SIEBOLD'， 1824) ルリタテハ
53. Nymphalis xanthomeJas japonica ，... :'_ 

(STICHEL， 1902) ，..， ヒオドシチョウ
54， V a n巴宮間 indica (HERBsr， 1794) 

アカタテハ

- 25. -



.-? ーモド

、一一一司

55. Dichorragia nesimachus nesiotes 1度手にしたように記憶するが、手許に擢本がだい l

(F且四S'I'ORFER，188め スミナガシ| ので、守本氏に伺ったところ、確かに産する旨の教示イ
山麓の渓流に面した石垣や河床の上によく見かけ
る。西谷方面には少〈ない。
56. Apatura ilia substituta B U'l'LER， 1873 

コムラサ王子
57. Hestina japonIl a  (C. et R. FELDER， 1862) 

ゴマグラチョウ
58. Sasakia charonda (HEWJ官官ON，1863) 

オオムラサキ
1937年鉢伏山麓の旅舎の前で、当時植物採集会に参

をいただいた。

61. Minois dryas bipunctatus 
(MQTSOHUL鉱 Y，1860) グヤノメチョウ

鉢伏山麓の牧場に近い草原にいる。との緩やかなス
ロ戸プはあちらとちらに羊歯の繁みがあって、蝶のか
くれ場所をつくっている。

62. Lethe sicelis (HEWI'l'SON， 1862) ヒカグチョウ
93. L. diana (BU'!'LER， 1866) グロヒカグ

I  64. L. callipteri (Bu払 ER，1877) 加していた会員の 1 人が採集したことがある。個体数|
1 : : .メキマダヲヒカダ

は甚だ少いらしく、その後五Aは噌 1回目撃したにずぎ l

ない。
【附記3
1. Vanessa carduiιI間企， 1758) ヒメア' カタテハ

大体800-850m以上の既に発生し、局間的ながら稀
とはいえない。鉢伏山麓では牧場スロのクマザサの繁
みにグロヒカグとともに飛瀕する蓑が見らが、氷ノJ l i

l では大体え臓部倍近からよで認められる。東麓の濁宮にはその発生が磯認されており、今後は l
簡次や西谷方面にても得られることと考える。 I65. Neope goschkevitschii ( M邸前RI函， 1855) 

唖. S A T Y R I D A E  ジヤノメチョウ科
59. Ypthima argus B U'I'LER， 1878 

ヒメウラナミジヤノメ

66. Mycalesis gotama fulginia 
FRUHS置ORl>'EI!.， 1911 

キマグラヒカヂ

ヒメグヤ J メ

60. Y. mot叫曲kyi ( B担 MR et G R E Y， 185め I  67. M .  francisca perdiccas fuWITSON， 1862 
ウラナミグヤノメ コグヤノメ

ノジギクとコパノチョウセンエノキを探る会

との度、地方文化並びに怨仕愛の高揚を図るために| 今回は採集を樹立てノジギクの全描写真を撮る会を
回京放送協会、全日本観光聯盟、日本交通公社などが! 催します。御希望の方は御子様を御連れで御参加下さ
主催となり怨仕の花が選ばれた。
本県の代表花としてノジギクが選ばれたことは当然
で、頗る当を得たことである。
とのノジギクは山陽電鉄大塩駅を中心に生え、東は

閉右市大久保町から酋は曾根、妻鹿、北は石の宝般に
かけて広く分布している。開花は10月中旬からはじま
り、 11月中旬が盛りで、 12月中旬まで続〈。このノジ
ギクは栽培のキクよりも香気が著しく高く、かつ広い
面積にわたって野生する天下の名花である。
また、この度、新しく天保記念物に指定されたゴパ l

ノテヨクセ Y エノキ〈端2ページ〉を見学する。 I

い。なお、写真機御持ちの方は必ず御持参下さい。
記

1. 昭和30年11月20日〈日曜日〉
2. 集合場所午前 9時半山陽電鉄雷根駅集合、神戸
方面の方は山陽電鉄兵庫駅 9時発の特急に御乗車
のこと。

3. ゴース、初めコパノテヨクセシエノキを見学し、
続いてノジギク、最後に塩田附近の海岸植物の採
集をする。路程 2 k m
4. 会議無籾
5. 雨天の場合は次の日曜23日とする。

-

suzuki



